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獣医療提供体制の整備のための基本方針と都道府県計画

○ 産業動物獣医師（産業動物臨床獣医師及び都道府県
の公務員獣医師）の確保

○ 飼養衛生管理や防疫指導を実践する獣医師の養成

○ 愛玩動物看護師との連携 等

公表

・ 都道府県における獣医療の実態把握
（家畜の飼養状況、産業動物獣医師数 等）

・ 生産者のニーズの把握 等

公表・報告

基本方針に即して、具体的な目標を策定

（産業動物獣医師の確保に関する数値目標 等）
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基本方針（農林水産大臣）

都道府県計画（都道府県知事）

安全で良質な畜産物を安定供給するためには、産業動物分野における家畜の診療
体制等の整備が必要です｡

（現行基本方針令和２年５月）
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産業動物獣医師への就業を志す、地域枠入学者※や獣医学生に修学資金を給付す

る地域への支援（修学資金は一定期間を産業動物獣医師として就業予定先で勤務す

ることを条件とする）

･ 地域枠入学者：大学入学時に納付する費用及び月額18万円（上限）を給付

･ 獣医学生： 私立学生月額18万円・国公立学生月額10万円（上限）を給付

獣医学生の臨床実習と獣医師の技術向上
１ 獣医学生

 産業動物診療や家畜衛生行政についての臨床実習等を実施

    

獣医学生等の就業を誘導する地域への支援

獣医療提供体制整備推進総合対策事業

※  獣医系大学が設定する、地域の産業動物獣医師に従事する意思を持った生徒の選抜枠により入学を
許可された者

産業動物獣医師の育成・確保等対策

情報通信機器を活用した産業動物診療の効率化

２ 獣医師
産業動物分野における管理獣医師育成のための長期研修等、現場で必要とされている知識･技

術向上のための卒後研修等を実施

離島等の獣医療提供体制の効率化が求められる地域をモデルとして情報通信機器を用いた診療の試
行的な導入などを実施
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２

産業動物診療施設資金貸付制度
都道府県知事の認定を受けた診療施設整備計画に基づき、施設の整備を行う産業動物開業獣医師、

農業共済団体等に対し、(株)日本政策金融公庫から診療施設の整備のために必要な長期低利の資金
の貸付を実施。



◇ 獣医療法に基づき都道府県計画を策定

◇ この中で、各都道府県における獣医師の確保目標を設定

○ 獣医療法に基づく「獣医療を提供する体制の整備を図るための基本方針」を令和２年５月に公表。

○ 都道府県は獣医師の確保目標等の策定に向けて、家畜の飼養状況、獣医師の需給状況等、地域の実態
を調査し、都道府県計画を策定。（令和６年３月４日現在で、43道県）

３

獣医療法に基づく都道府県計画の策定状況

令和５年２月現在

便宜上、北海道、本州、四国、九州、沖縄本島、佐渡、淡路、対馬以外の各島を省略している。

43道県

（前回計画は46道府県が策定）



都道府県計画における産業動物獣医師の確保対策 （既策定４３県）

１ 獣医学生が産業動物獣医師の意義や魅力について知るための取組み

（１）インターンシップ（体験）

（２）大学訪問   

（３）就職説明会  

（４）大学への講師派遣・実習協力

２ 産業動物分野への誘引を図るための取組み

（１）修学資金の給付

（２）採用条件緩和（試験場所・回数・年齢）

（３）中高生・市民へＰＲ  

（処遇改善のための理解醸成を含む）

３ 産業動物分野の労働環境の改善への取組み

（１）就業環境

①子育て支援（女性への配慮）

②再雇用者への配慮

③代替要員の確保など人的支援

 （２）処遇

①給与・手当（初任給調整手当等）

②職員の研修制度

③学位取得等の環境整備  

４ 知識・経験を持った獣医師の活用促進への取組み

（１）雇用者・被雇用者双方向の情報共有

（２）復職支援・復職研修

（３）離職要因の調査と改善
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